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インド・釈尊 t れ：れ竺行

刃芍畏疇AO印固
ィ

‘ 
約50年に著者が撮ったダメーク塔

に
れ
ん
ぜ
ん
が

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
、
尼
蓮
禅
河
の
河
岸
で

7

日

7

夜
、

竜
王
ム
チ
ャ
リ
ン
ダ
に
守
ら
れ
て
寒
さ
を
し
の
い
だ

釈
尊
は
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
の
聖
地
ヴ
ァ
ナ
ラ
シ
の
郊

外
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
を
目
指
し
た
。
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
も

釈
尊
が
悟
り
を
開
い
た
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
も
、
と
も
に
ヒ

ン
ド
ウ
ー
教
の
聖
地
で
も
あ
り
、
人
々
が
多
く
集
ま

る
所
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
で
教
え
を
説
い
た

5

人
は
、
以
前
に
修
行
に
と
も
に
励
ん
だ

5

人
の
修

行
者
で
あ
る
。
こ
の

5

人
、
釈
尊
の
父
が
我
が
子
に

つ
け
た
護
衛
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

釈
尊
最
初
の

教
化
説
法
の
地

サ
ー
ル
ナ
ー
ト



｀ノド渡航歴
40@超＼
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インド・釈尊 . れ
一

ダメーク塔の周りを五体投地するチベットの人々

サ
ー
ル
ナ
ー
ト
は
も
と
も
と
サ
ー
ラ
ン
ガ
ナ
ー
ト

鹿
神
の
聖
地
で
あ
っ
た
。
こ
こ
が
鹿
の
園
（
鹿
野
苑
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
故
か
ら
で
あ
る
。

し
た
い

さ
て
、
釈
尊
が
こ
の
地
で
説
い
た
の
は
四
諦
、
す

な
わ
ち
四
つ
の
真
理
と
八
正
道
、
す
な
わ
ち
八
つ
の

理
想
的
生
活
方
法
で
あ
っ
た
。

四
諦
の
第
一
は
苦
諦
、
つ
ま
り
日
々
の
生
活
の
苦

し
み
の
こ
と
。
こ
れ
に
は
物
理
的
な
痛
さ
と
、
何
を

し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
精
神
的
な
焦
り
も
含
ま
れ

る
。

じ
っ
た
い

第
二
は
集
諦
、
こ
れ
ら
多
く
の
原
因
で
大
き
く
な
っ

た
苦
し
み
の
こ
と
。

第
三
は
滅
諦
、
苦
し
み
を
乗
り
越
え
る
と
こ
ろ
に

悟
り
、
つ
ま
り
平
和
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
。

第
四
は
道
諦
、
苦
し
み
を
乗
り
越
え
る
方
法
で
、

次
の
八
正
道
が
具
体
的
に
そ
の
方
法
を
示
す
。

初
め
に
正
見
、
物
事
を
正
し
く
見
る
、
正
し
い
立

場
を
守
る
こ
と
、
次
に
正
思
、
正
し
い
思
想
を
持
つ

こ
と
、
そ
れ
か
ら
正
語
、
正
し
い
言
葉
を
使
う
よ
う

心
掛
け
る
こ
と
、
続
い
て
正
業
、
つ
ま
り
正
し
い
行
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為
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
正
命
、
毎
日
正
し
い
生
活

を
送
る
こ
と
、
次
に
正
精
進
、
日
々
努
力
す
る
こ
と
、

そ
し
て
正
念
、
物
事
を
判
断
す
る
こ
と
、
最
後
に
正

定
、
精
神
統
一
を
す
る
こ
と
。
そ
う
、
八
正
道
と
は

す
べ
て
人
間
の
心
に
関
わ
り
、
同
時
に
そ
れ
に
と
も

な
う
実
際
の
行
動
の
こ
と
を
指
す
。

発掘直後のライオン頭柱

サ
ー
ル
ナ
ー
ト
の
広
大
な
遺
跡
の
ほ
ほ
中
央
に
あ

る
の
が
ダ
メ
ー
ク
塔
。
ダ
ル
メ
ー
ク
・
イ
ー
ク
シ
ャ

ス
。
ス
ト
ウ
ー
パ
、
す
な
わ
ち
法
の
眼
の
塔
で
あ
る
。

直
線
的
幾
何
学
模
様
が
見
事
な
塔
だ
。
そ
の
周
り
を

五
体
投
地
、
一
回
ず
つ
体
を
地
面
に
つ
け
身
長
の
長

さ
だ
け
進
む
礼
拝
を
す
る
チ
ベ
ッ
ト
巡
礼
者
が
途
切

れ
る
こ
と
が
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
ダ
メ
ー
ク
塔
は

5

恨
紀
、
グ
プ
タ
王
朝
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。こ

の
遺
跡
の
中
で
発
見
さ
れ
た
の
が
、
ア
シ
ョ
ー

カ
王
柱
の
断
片
で
、
イ
ン
ド
共
和
国
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
の
頭
柱
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
ア

シ
ョ
ー
カ
石
柱
の
下
部
に
は
、
僧
団
の
分
裂
を
禁
ず

る
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
勅
令
が
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
。

ダ
メ
ー
ク
塔
の
反
対
側
に
は
さ
ら
に
壮
大
な
塔
の

基
壇
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
基
壇
の
下
か
ら
釈

尊
の
遺
骨
を
収
め
た
舎
利
容
器
が
発
見
さ
れ
た
。
残

念
な
が
ら
こ
の
塔
は
か
っ
て
ベ
ナ
レ
ス
の
大
地
主
で

あ
っ
た
ジ
ャ
ガ
ッ
ト
・
シ
ン
が
自
宅
を
建
て
る
時
の

材
料
と
し
て
利
用
し
て
し
ま
い
、
現
存
し
て
い
な
い
。

39 



ダメーク塔の反対側に残る大塔の基壇跡。
ここから仏舎利が見つかっている

ま
た
、
こ
の
塔
の
周
辺
で
見
つ
か
っ
た
説
法
印
を

あ
か
し
ゃ
が
ん

結
ぶ
赤
砂
岩
の
仏
像
は
、
今
は
塔
に
隣
接
す
る
博
物

館
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
日
本
の
国
立
博
物

館
で
も
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
地
で
釈
尊
は
在
家
者
ヤ
シ
ャ
一
族
を
弟
子
と

し
た
が
、
こ
れ
が
在
家
者
教
団
の
初
め
と
思
わ
れ
る
。

の
う
す
こ
う
せ
つ

境
内
に
は
野
生
司
香
雪
画
伯
（
釈
迦
の
生
涯
を
書
き

続
け
た
仏
画
家
）
の
描
い
た
仏
伝
図
が
内
壁
に
描
か

れ
て
い
る
ム
ー
ラ
ガ
ン
ダ
ク
テ
イ
寺
院
が
建
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
寺
院
も
ダ
メ
ー
ク
塔
の

外
側
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
・
リ
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和

7

年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和

3
4年
よ
り
大

正
大
学
で
教
親
を
と
リ
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成

1
4年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
ヘ
の
初
渡
航
は
昭
和

3
8年
、
以
来
イ
ン
ド
ヘ
訪
れ
る
こ
と
、
4
0有
余
回
。
著
書
に

7
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
I

「
釈
尊
の
生
涯
l
な
ど
多
数
。
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